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D D D ペ ー ス メ ー カ ー を 植 え 込 ん だ

頚動脈洞症候群の一例

木戸病院・循環器内科

津田隆志・山口利夫・宮島武文

Carotid Sinus Syndrome Implanted DDD Pacemaker

T a k a s h i  T S U D A ,  T o s h i o  Y A M A G U C H I  a n d

T a k e f u m i  M I Y A J I M A

Division of Cardiology, 

D e p a r t m e n t  o f  M e d i c i n e ,  K i d o  H o s p i t a l

要 旨

珊 脈洞症候群は神経調節性失神の 1 疾患で あり
,
動脈硬化性疾患を伴 っ た高齢者に認め られる が

,
本邦で の報告は少な い 1)

･ ま た
,
本疾患は心抑制型を示す例が多く

,
失神発作の 予防に は ペ ー

ス メ
ー

カ ー

治療 が有効とされて い る2)- 4) - 方
･
ペ ー

ス メ
ー

カ ー

治療 で は ペ ー シ ン グ モ ー

ドの選択が重要である
･ 今回我々 は

,心抑制型を示 した頚動脈洞症候群に対 し
,
ペ ー

シ ン グモ ー

ド - の検討を行 い
,
D D D ペ ー

ス メ
ー カ ー を植え込ん だ 1 例を経験 した の で報告する .

ト ワ ー ド: 頚動脈洞症候群
, - 脈洞 マ ッ サ ー ジ試験

･ 神経調節性失神
,
D D D ペ ー

ス メ ー カ ー

症 例

症例は63 歳, 男性 ･ 無職 ･ 5 8 歳の 時に, 冠撃縮性
狭心症 の 診断を受ける ･ 62 歳 で 高血圧 を認 め

, 降
圧 剤の 内服治療開始 ･ 平成11 年 7 月 末頃よ り, ふ
ら つ きあり･ 8 月 , 家庭 菜園の 作 業中に眼前 暗黒
感あり ･ 12 月･ 朝排便後, 力が抜 けて 立て なくなる.

その 後, 平成12 年1 月か ら 7 月まで月 に - 2 回,
主 に労作時に･ 前駆症状なく突然失神きた し, 胸
部や腰部打撲する ため精査 の ため入院.

失神の 状況よ り, 頚動脈洞症候群を疑 い , 頚動

R e p ri n t r e q u e s t s t o : T a k a s h i T s ロ D A

D i v i si o n o f C a r di o l o g y

D e p a r t m e n t of I n t e r n a l M e di ci n e

E id o fl o s p l t a 1

5 - 2 1

1 E a mi k i d o
,

N ii g a t a 9 5 0
- 0 891 J a p a n

脈洞 マ ッ サ ー

ジ試験 を施行 ･ ふ ら つ きを伴う 3 0
m m H g の 血圧 低下を認 め , 血圧 低下 型 の 頚動脈
洞症候群と診断し, 頚部の伸展 ･ 回転 な どを避 け
るような生活指導を行 い

, 退院となる .

その 後も労作時に徐脈を伴 っ た眼前暗黒感や失
神を数回認めた ため

, 再度精査加療 の ため11 月24
日入院となる

.

入院時現症 は意識清明, 身長 162 c m
, 体重49 k g

で痩せ型
, 血圧 1 30 / 70 m m = g ' 脈拍82/ 分整 , 心

肺 に異常なく, 神経学的にも異常な し.

心電図で は, 低電位差 と前胸部 R 波の 増高不 良
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を認めた . 失神の ため各種検査 を施行 した . 心 エ

コ
ー 図は , 左 室肥大なく, 壁運動は正常. ホル タ

ー

心電図は, 徐脈な し, 期外収縮は認めず, 立ちく ら

みや めま い に 一 致して , 洞性 塀脈 を認め た .

一

日

血圧計検査で は, めま い に
一 致 して血圧低下あり.

ト レ ッ ドミ ル テス トで は, 起立性 低血圧 なく , 逮

動に対する心拍 ･ 血圧 の 反応 は正常 , S T や T 彼

の 変化認めず . 運動負荷心筋 シ ン ナ グ ラ ム で は虚

血性変化認めず. 心筋 M IB G シ ンチ グ ラ ム で は ,

心臓 へ の 除神経状 態 は認め ず . 脳波 は異常 なし .

頭部 M RI & M R A にて , 軽 い ラクナ梗塞を深部自

質に認めた が, 頭蓋内動脈 の 狭窄認 めず . 頚動脈

エ コ ー 図 で は, 両側共にI M T の 肥厚あるも, プラ
ー

ク認めず.

H e a d - u p T ilt 試験

神経調節性失神の 診断の た め , 午前 9 時よ り空

腹状態 にて , H e a d - u p Tilt 試験を施行 した . 最初

に T ilt80 度30 分まで施行するも, 手足 の し びれ を

訴える だけで , 血圧や脈拍の 低下認めず . そ の 後,

イ ソ プロ テ レノ ー ル ( 1 /` g/ 分) 持続静脈 内投与

にて, 10 分間の Tilt 試験を行うも, 動惇以外の 症

状認めず, 血圧 や脈拍 の変化なし . その 後, イ ソ プ

ロ テ レノ ー ル の 増量 を試 み る も, 心拍 数が 15 0 /

分を超えたため , 検査を終了 した .

電気生理検査

洞調律 時の 心腔 内心電図で は, Hi s 束心電図上 ,

A H l lO m s e c , H V 5 0 m s e c と異常を認 め な か っ

た . 最大洞結節回復時間 1200 m s e c , 修正洞結節 回

復時間 330 m s e c , W e n c k eb a cb 型房室 ブ ロ ッ クを

呈 した心房刺激頃度は 130 / 分 と房室伝導能 に若

干の 低下 を認め た . 上室性頻拍 は誘発 さ れ なか っ

た . また , 石室刺激にて 逆行伝導は認めなか っ た .

顎動脈洞 マ ッ サ ー ジ試験

安静臥位 にて , 片側ず つ 10秒 間の 頚動脈洞 マ ッ

サ
ー ジを施行 した . 左側で は血圧 ･ 心拍数 に変化

な し. 右側の 頚動脈洞 マ ッ サ ー ジにより, 最大 R R

間隔3 .5 秒 の 延長に伴 い , 収縮期血圧 は 5 4 m m H g

の低下を認め た ( 国1 ) . こ れ らの 変化 は再現性を

も っ て認め られ た . 臥位より坐位に体位変換す る

こと により, 更に血圧 の 低下を認め た . 心抑制型

か血圧低下型か の 鑑別 の た め , 硫酸 ア ト ロ ピ ン

(0 .02 m g / kg ) 静往復, 再度頚動脈洞 マ ッ サ
ー

ジ

試験を施行 した . 徐脈, 血圧 低下 は認めず, 心抑制

型の 頚動脈洞症候群と診断した ( 図 2 ) .

ペ ー

シ ン グモ ー ド別の頚動脈洞

マ ッ サ
ー ジ試験

A A I モ ー ドで の 頚動脈洞 マ ッ サ ー ジ試験で は ,

2 : 1 の 房室ブ ロ ッ クをきた し, 最大 R R 間隔 1 .7

秒 の 延長と 2 6 m m H g の 収縮期血圧 の 低下を認め

た ( 園 3 ) .
V V I モ ー

ド で の 頚動脈洞 マ ッ サ ー ジ

試験で は, マ ッ サ
ー ジ試験開始直後に完全 ペ ー ス

メ ー カ ー

リズム と なり , 4 8 m m H g の 収縮期 血圧

の低下を認めた ( 図 4 ) . D D D モ ー ドで の 頚動脈

洞 マ ッ サ
ー ジ試験で は, マ ッ サ

ー ジ試験 開始直後

に完全 ペ ー ス メ ー カ ー

リズ ム とな っ た が , 収縮期

血圧の低下は極く軽度で あっ た ( 図5 ) . 以上の 結

果よ り, 本例 で は心抑制型の 頚動脈 洞症候 群 に対

して D D D モ
ー ドの ペ ー ス メ ー カ ー を植え込んだ.

その 後の経過は順調 にて, 約 1 年間の 外来通院で

は失神を認め て い な い .

今回, 我々 は失神精査 にお い て , 心抑制 型を示

した頚動脈洞症候群の 1 例を経験 した . 当初 , 不

十分な頚動脈洞 マ ッ サ
ー

ジ試験にて ,
一 旦血圧低

下型と判定 したが , 失神 を繰 り返すた め , 再検査

にて心抑制型と診断 した . 当初血圧 低下型 と判定

したが , 徐脈 に伴 っ て二 次的に起 こ る変化を捕え

た もの であ っ た . 頚動脈洞 マ ッ サ ー ジ試験 で の 陽

性基準は, 洞停止3 秒以上また は収縮期血圧低下

50 m m H g 以上 で あり, 心抑制型, 血圧低下 型また

は混合型と分類 され た
2)

. 頚動脈洞 マ ッ サ
ー

ジ試

験にあた っ て は, 慎重さと再現性が要求 され る .
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頚動脈洞症候群も神経調節性失神 に含まれ るが,

H e a d - u p T ilt 試験で の 陽性率は低 い ･ また , T ilt

試験で陽性を示す頚動脈洞症候群( 心抑制型か混

合型) で は ペ
ー ス メ ー カ ー 治療 によらず失神を繰

り返し, より複雑な神経疾患の 存在が考えら れて

い る5) .

21 例 の心抑制型の 頚動脈洞症候群 にお い て , 電

気生理検査を検討した報告では , 洞結節機能異常

3 例 , 房室結節機能異常 4 例, 両者 の混合型 3 例 で

あり, 11 例で は電気生理検査で異常を認め なか っ

た
6)

.

さらに, 心抑制型(21 例) における頚動脈洞マ ッ

サ
ー ジ試験 での 伝導異常部位を検討 した報告では,

洞停止12 例, 洞停止兼房室ブ ロ ッ ク 混合型 9 例 で

あっ た6 ) . こ れら の結 果は ペ
ー ス メ

ー

カ
ー の モ ー

ド選択 に必要である . 本例 は A AI モ ー ドで の 頚

動脈洞マ ッ サ
ー ジ試験にて , 洞徐脈 の み で なく ,

2 : 1 の 房室 ブロ ッ ク の 合併を認め た . 洞徐脈も房

室ブ ロ ッ ク も, 心臓 - の 迷走神経作 用をブ ロ ッ ク

する硫酸ア トロ ピ ンの 静注 により完全 に抑制され

た . また本例で は ⅤⅤⅠモ
ー ドも検討され , 頚動脈

洞 マ ッ サ
ー ジ試験 にて 血圧の 低下を認 め た ･

こ の

機序と して , 逆行伝導を認 め な い こ と よ り, A V

s y n c h r o n y の 欠如 によ るもの と考えられ [=
7) 8)

以上よ り本例 は D D D ペ
ー ス メ ー カ ー が植え込

まれた . 近年, 頚動脈洞症候群 に対 して レ
ー ト ド

ロ ッ プレス ポ ン ス 機能を持 っ た ペ
ー ス メ ー カ ー

が

報告されて い る
9)

. 今後 い っ そうの 検討が 必要と

思われ る .
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